
gnHLL山 系開発始域に分布する          化
・熟妊化方覧

(ぷ 郊 )

1 背 景とねらい

近年の農地開発事業は,改 良山成二法による          占 めている。この

工法は,― いが難しく,下 層上が造成百上に現れる場合が多い。本県藤沢地区の農

地開― においても,造 成面上に変成岩が露呈することが予想された。このことから,

言呈した夫風化藤の-4Lと 熟畑化促進について,昭 和硝年から試験
・調査を経焼

しており,こ れまで明らかとなつた成果をとりまとめ,指 導上― に供する。

2 韓

<調 日期聴>

I)打 粒化伊控には,道虜門のリッパ
ードーザー処理の日頭の増加よりも,造 成機の営

農段階での― による耕起碑土の様り返しの方が重要である。特に冬期間の覆結

風化が頚社化を促進するので,秋 耕にようまの地養西への長り起こしに努める.ま た,

類粒4とのための耕起と-0た め― とを区日して考え,以 下の新 した通

り,そ れぞれに吾応したほ種を選択し併周することが望ましい.
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2)冬 期間の凍結風fとを促進するため,1月 ～3月 期に,バ イアによる直接穫水,あ る

いはレインガンによる穫水を 1回 20田 相当重程度を3～ 4日 行う.こ れま特こ,下

層の知粒化促進に対し労果が大きい。

3)作 物根により類粒4とを促すため,根 の神長力が強く根量の多いデントヨ
ーン,ス イ

ートヨーンを作付ける。耕起の技会が少ない牧草■,― tLへの寄与は小さい.

<期 腎樹お>

1)有 ほ物雄用は,― ,化 字と,生 物怪を善合貯E改 善するために介rJ欠な対策技

術である。造成当初は,物 理性改良正幸揮をおくこととし,モ ミガラやオガタズなど

を原材料とした分解の遅じ・‐ -3～ 4t/10a/年 施用する。

2)粘 質多葉土壊であるため,施用改良資隊こムラを生じやすぐ,資 材施用後の耕起涯

和は商記積種で最低各2回 L実 施する.

3)特 案的にカリ供給能が小さく,ま た,室 素供給力も小さい土壌であるので,置 換性

カリ含量10電/100g以 下の場合は韓 度のカリの― 行う.ま た,― E
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料の施定や追題主体の― Eを 行う.

4)作 付際 は,― を組み入れた強作体系の確立が重要である。作物の選択

あたっては,残 拝量や根量の多いイネ科作物,及 びや― となる豆科枠坊を

選択し,積 極的□静作体系の中に組み込む.

5)適 応地域は,MLL山 嘉に分布する軟買岩を母者とする地帯である。

3 指 導上の雷意事項

1)農 業張械の摩権が激しいので,あ らかじめその対応を考慮しておく必要がある.

2)mtLの 進行とともに祖乱期 下し,透 水性が不長となるので,排 水対隻につ

いてと特に万全を期す。

3)本 精的な宮農属目薄に,2～ 3年 の熟傾化のため&島 導入が望ましい。毎庭の鉛込

みを行う場合は,早 期分解を抑えることを目的に,刈 り取り後乾燥したものを強込む

ようにする。この場合の電込み時期と,乾 操防止のため殺塔鮮了後の後季とする.

4)      は オガクズやモミガラ堆通による乾燥も基食される。耐乾性枠務の導

入やマルチ資材を利用し,― にL―― る必要がある。また,土 塊がこく

発芽障害を招きやすいので,移 植や犬粒種子作物の導入など作聖の工夫こ努める。

5)乾 燥緑Eや 末分解&犬 有榛物の地用にあたっては,― を■lLするため室要壇

料を2～ 3報 増此する.

6)根 菜憩虜戴識崎目障害が多発するので,― 当分の問義塔を経える.

4 参 毒文献 ・資料

師 雄  離 圏 L― !き 日本dゴ ロ畿会

(新理剪E封願財隅 査難 海 部 弾 耐 踏 )
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